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3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
想

像
を
絶
す
る
未
曽
有
の
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。茨
城
県
内
も
報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、

相
当
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
状
況
が

明
ら
か
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
の
中
に
も
、
被
害
に
遭
わ
れ
て
お

い
で
の
こ
と
と
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
よ
り
暖
か
い
お
見
舞
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
謹
ん
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
　
　
　

　
さ
て
本
県
の
平
成
22
年
度
の
諸
行
事
も

会
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
紙
面

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
の
努
力
目
標
を
以
下
の
よ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
　
競
技
会
・
講
習
会
へ
の
積
極
的
参
加
を

２
　
射
法
射
技
・
体
配
の
向
上
に
努
め
る

　
大
会
へ
の
参
加
は
修
練
の
成
果
を
試
す

よ
い
機
会
で
あ
り
ま
す
。
試
合
へ
の
参
加

に
あ
た
っ
て
は
各
自
ど
の
よ
う
な
試
合
展

開
に
な
る
か
を
予
想
し
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
臨
ん
で
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
試
合
の
結
果

を
反
省
し
次
の
大
会
に
生
か
し
て
い
く
よ

う
に
稽
古
す
る
。
反
省
点
は
？
心
の
持
ち

方
は
？
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
確
実
に
や

り
切
れ
た
か
？
何
故
や
り
切
れ
な
か
っ
た

か
？
等
々
。

　
講
習
会
へ
の
参
加
は
体
配
・
射
技
の
不

十
分
な
点
の
指
摘
を
受
け
た
り
、
見
取
り

稽
古
等
で
不
十
分
な
部
分
を
確
認
し
修
正

す
る
。
射
技
と
体
配
は
車
の
両
輪
で
す
。

し
っ
か
り
し
た
体
配
は
射
品
・
射
格
に
表

れ
ま
す
。
隙
の
な
い
体
配
に
基
づ
い
た
射

は
見
て
い
る
人
に
感
動
を
与
え
る
も
の
で

す
。

　
審
査
で
気
の
つ
い
た
点
を
列
記
し
ま
す
。

①
入
退
場
の
足
先
（
上
座
に
向
く
）
目
線

は
4
メ
ー
ト
ル
上
座
に
目
線
を
上
げ
礼

（
揖
）
を
す
る
、
目
線
を
4
メ
ー
ト
ル
に
戻

す
。
②
歩
行
で
は
大
前
は
角
を
取
り
、
2

番
以
後
は
元
禄
に
廻
る
。
③
本
座
は
跪
坐

し
た
と
き
に
膝
頭
が
本
座
の
線
に
あ
る
。

④
開
き
足
は
脇
正
面
に
向
き
を
変
え
る
場

合
は
、
右
膝
は
動
か
な
い
。
的
正
面
に
向

き
を
変
え
る
場
合
は
、左
膝
は
動
か
な
い
。

⑤
肌
脱
ぎ
・
襷
さ
ば
き
は
籐
頭
を
持
っ
て

動
作
に
う
つ
る
。
⑥
弦
を
か
え
す
等
矢
は

床
に
水
平
を
保
つ
心
遣
い
を
。⑦
矢
番
え
、

組
む
、甲
矢
乙
矢
を
確
か
め
、甲
矢
を
取

り
、
目
・
顔
を
右
手
に
戻
し
矢
を
番
え

る
。
⑧
退
場
の
際
前
に
人
が
い
る
場
合

（
射
礼
を
含
む
）は
矛
先
を
前
の
人
の
左
側

に
置
く
。
⑨
跪
坐
（
正
坐
）
か
ら
立
ち
あ

が
る
際
は
膝
を
締
め
る
（
射
礼
は
11
回
）。

十
分
な
稽
古
を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
弓
道
人
の
底
辺
拡
大
に
努
め
る

　
こ
こ
数
年
弓
道
人
口
の
推
移
を
見
る
と

若
干
の
出
這
入
り
は
あ
る
も
の
の
横
ば
い

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
各
地
で
弓
道
教
室

を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
大

学
、
高
校
、
教
室
卒
業
生
等
に
呼
び
か
け

て
一
人
で
も
多
く
の
人
に
仲
間
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
誘
い
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

４
　
弓
道
を
通
し
て
自
己
実
現
に
努
め
る

　
教
本
に
、
身
体
を
強
健
に
し
、
礼
節
・
信

義
・
克
己
・
謙
譲
・
大
和
等
々
の
精
神
を

養
い
人
格
の
陶
冶
に
裨
益
し
生
活
内
容
を

豊
富
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。「
生
活
即
弓
道
、弓
道
即
生
活
」

は
故
範
士
十
段
中
野
慶
吉
先
生
が
常
に
お

話
に
な
ら
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。
お
互
い

に
弓
道
を
と
お
し
て
自
己
実
現
に
努
め
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
述
べ
ま
し
た
が
大
き
な
目
標

に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
突
き
進
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
皆
様
方
の
益
々
の
ご
発
展
・
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

柴田会長

茨
城
県
弓
道
連
盟
　
会
長
　
柴
田
　
　
猛
　

平
成
二
十
三
年
度
に
向
け
て
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こ
の
た
び
の
震
災
で
は
、
多
く
の
弓

友
の
方
々
、
道
場
が
被
災
さ
れ
、
現
在

も
稽
古
等
に
支
障
が
あ
る
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
教
錬
士
会
は
昨
年
度
の
活
動
を
最
後

に
、
55
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。
長
い
歴
史
を
明
間
勲
先
生
に
ま
と

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県

弓
道
連
盟
60
周
年
記
念
誌
に
掲
載
さ
れ

る
予
定
で
す
。

1.

茨
城
県
弓
道
連
盟
　
教
錬
士
会

設
　
　
立
：
昭
和
30
年
〜
平
成
22
年

経
過
年
数
：
55
年

（
１
）
教
錬
士
会
の
歩
み

ア.

教
錬
士
会
発
足

　
　（
昭
和
30
年
〜
40
年
代
）

　
教
錬
士
会
は
、
故
中
野
慶
吉
先
生
、

故
矢
吹
三
郎
先
生
の
発
意
に
よ
り
、
教

士
・
錬
士
の
相
互
研
鑽
の
場
と
し
て
発

足
し
た
。

　
発
足
当
初
の
昭
和
30
年
〜
昭
和
36
年

の
間
は
、
東
京
・
茨
城
合
同
の
親
善
試

合
が
開
催
さ
れ
た
。

イ.

昭
和
50
年
代
〜
昭
和
60
年
度

　
昭
和
54
年
度
以
降
、
教
士
・
錬
士
が

互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
た
め
に
、
年
間

5
回
程
度
の
講
習
会
を
開
催
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
昭
和
55
年
、
56
年
に
は
、
千
葉
県
と

茨
城
県
の
懇
親
を
兼
ね
た
一
泊
二
日
の

合
同
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　
そ
の
折
、
笠
間
の
中
野
慶
吉
先
生
の

道
場
で
弓
を
引
い
て
懇
親
会
を
行
う
予

定
で
あ
っ
た
が
、
中
野
先
生
の
都
合
で

弓
を
引
か
ず
に
石
切
山
に
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
56
年
以
降
、
五
段
会
と

合
同
で
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

ウ.
昭
和
61
年
度
〜
平
成
5
年
度

　
昭
和
61
年
度
か
ら
平
成
5
年
度
の
間

は
、
範
士
の
先
生
方
と
と
も
に
稽
古
す

る
場
と
し
て
、
範
教
錬
士
会
と
称
す
よ

う
に
な
っ
た
。

　
平
成
5
年
度
に
は
年
間
5
回
の
講
習

会
が
行
わ
れ
、
毎
回
範
士
の
先
生
方
の

ご
指
導
を
仰
い
で
い
た
こ
と
が
総
会
資

料
に
残
さ
れ
て
い
る
。

エ.

平
成
6
年
度
〜
平
成
14
年
度

　
平
成
6
年
度
か
ら
は
、
再
び
教
錬
士

会
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
平
成
6
年
6
月
に
は
、
茨
城
県
指
導

部
派
遣
講
師
の
柴
田
猛
教
士
を
招
い

て
、
石
岡
須
田
道
場
に
て
五
段
会
と
の

合
同
講
習
会
を
開
催
し
た
。
7
月
の
仙

台
中
央
審
査
を
控
え
て
の
講
習
会
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
受
講
生
は
柴
田
猛

先
生
の
素
晴
ら
し
い
詰
合
い
の
理
論
と

体
の
働
き
を
吸
収
し
よ
う
と
熱
心
に
学

び
、
充
実
し
た
講
習
会
で
あ
っ
た
。

　
14
年
度
に
は
、
役
員
改
選
が
あ
り
新

体
制
と
な
っ
た
。
役
員
一
同
が
会
運
営

に
渾
身
を
注
い
で
い
く
こ
と
を
決
意

し
、
年
間
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
年
間
計
画
に
お
い
て
、
年
間
5
回
の

講
習
会
を
開
催
し
、
10
月
に
は
外
部
講

師
を
招
い
た
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
教
錬
士
会
講
習
会
の
開
催
に
際
し
て

は
、
専
任
の
講
師
が
一
貫
し
た
指
導
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
受
講
者
だ
け
で
な
く
、
講
師
の
先

生
方
が
指
導
し
た
効
果
を
実
感
で
き
る

講
習
会
の
開
催
を
目
標
と
し
た
。

　
目
標
達
成
に
向
け
、
柴
田
猛
範
士
・

関
根
村
夫
範
士
・
久
保
田
清
範
士
を
中

心
に
講
習
会
を
行
う
べ
く
、
諸
先
生
方

に
教
錬
士
会
の
意
を
伝
え
了
承
を
頂
い

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
範
士
の
先
生
方
は

日
本
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
に
も
赴
い

て
弓
道
の
指
導
や
審
査
等
を
担
わ
れ
て

い
る
た
め
、
教
錬
士
会
の
講
習
会
に
範

士
の
先
生
方
を
お
招
き
で
き
な
い
こ
と

が
多
々
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
体
の
開
催

月
等
に
は
講
師
依
頼
に
苦
労
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

　
こ
の
反
省
か
ら
、
範
士
の
先
生
方
が

各
地
に
赴
い
て
指
導
や
審
査
等
の
活
動

を
行
う
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
時
期
を

狙
っ
て
教
錬
士
会
の
講
習
会
を
開
催

し
、
範
士
の
先
生
を
招
聘
す
る
こ
と
と

し
た
。

オ.

平
成
15
年
度
〜
平
成
21
年
度

　
平
成
15
年
度
以
降
、
武
道
館
、
存
心

館
を
主
会
場
と
し
て
、
範
士
・
教
士
の

先
生
方
を
主
任
講
師
に
招
き
、
年
間
4

回
程
度
の
講
習
会
を
開
催
し
研
鑽
に
努

め
た
。

カ.

教
錬
士
会
講
習
会
を
県
連
行
事
に

移
行

　
教
錬
士
会
は
、
歴
代
役
員
の
尽
力
に

よ
り
、
昭
和
30
年
か
ら
平
成
22
年
の

間
、
称
号
者
の
相
互
研
鑽
の
場
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
き
た
。
平
成
21
年
度
に

は
、
教
士
・
錬
士
の
先
生
方
が
180
名
を

超
え
、
外
部
の
講
師
を
招
い
た
講
習
会

に
お
い
て
は
、
多
く
の
受
講
生
が
参
加

し
、
身
の
あ
る
講
習
を
行
う
こ
と
が
難

し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
更
な
る
茨
城
県
の
弓
道

発
展
を
め
ざ
し
、
教
錬
士
会
講
習
会
を

県
連
主
催
行
事
に
移
行
。
教
士
と
錬
士

を
分
け
て
講
習
会
を
開
催
し
、
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
平
成
22
年
2
月
20
日
〜
21
日
、
教
錬

士
会
主
催
と
し
て
最
後
と
な
る
126
回
目

の
講
習
会
を
開
催
し
、
55
年
間
の
教
錬

士
会
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

（
２
）
歴
代
会
長
　〔
副
会
長
〕

（
昭
和
58
年
以
降
の
役
員
）

小
山
　
勇（
昭
和
58
年
〜
昭
和
60
年
）

〔
関
根
村
夫
〕

平
塚
治
男（
昭
和
61
年
〜
平
成
元
年
）

〔
木
村
喜
久
雄
、
元
木
　
豊
〕

平
塚
治
男（
平
成
2
年
〜
平
成
3
年
）

〔
木
村
喜
久
雄
、
阿
部
正
紀
〕

平
塚
治
男（
平
成
4
年
〜
平
成
5
年
）

〔
木
村
喜
久
雄
、
澤
田
恒
弥
〕　

大
村
嘉
雄（
平
成
6
年
〜
平
成
8
年
）

〔
天
　
冴
子
、
木
村
喜
久
雄
〕

天
　
冴
子（
平
成
9
年
〜
平
成
13
年
）

〔
高
橋
平
吉
、
赤
津
　
徳
〕　
　
　

明
間
勲（
平
成
14
年
〜
平
成
22
年
）

〔
安
藤
延
典
、
堀
江
　
栄
〕

部
長
　
助
川
　
末
廣

　
こ
の
度
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
道
場
も
被
害
に
あ
わ

れ
、
思
う
よ
う
に
練
習
も
で
き
ず
不
自

由
な
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
事
と
存
じ

ま
す
。
一
日
も
早
く
普
段
の
生
活
に
戻

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
年
の
講
習
会
に
つ
い
て
、
な
お
一

層
充
実
し
た
内
容
に
し
よ
う
と
、
指
導

部
一
同
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

教
錬
士
会

指
　
導
　
部

専
門
部
だ
よ
り
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三
・
四
段
講
習
会
で
は
、
基
本
の
八

節
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
入
退
場
・
襷
掛

け
・
肌
脱
ぎ
動
作
を
無
意
識
に
具
現
で

き
る
事
を
重
点
に
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
体
配
、
肌
脱
ぎ
（
襷
掛
け
）
動

作
が
無
意
識
に
で
き
な
い
と
射
に
大
き

な
影
響
が
で
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

集
中
力
の
向
上
を
図
る
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
体
配
の
修
練
体
得
は
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
五
段
講
習
会
で
は
、
射
品
・
射
格
の

向
上
に
重
点
を
置
い
た
内
容
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
近
年
、
審
査
も
厳
し
く

な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
単

に
射
技
を
高
め
て
的
中
率
を
上
げ
る
こ

と
だ
け
を
求
め
た
、
中
て
る
（
あ
て
る
）

射
で
は
な
く
、
弓
道
の
最
高
目
標
と
な

る
「
真
・
善
・
美
」
を
掲
げ
た
、
中
る

（
あ
た
る
）
射
を
目
指
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
錬
士
講
習
会
・
教
士
講
習
会
は
、
人

格
・
技
能
、
そ
し
て
指
導
者
に
必
要
な

心
構
え
等
に
重
点
を
お
き
、
射
礼
（
持

的
射
礼
・
一
つ
的
射
礼
）
に
お
い
て
も
、

細
か
い
部
分
を
会
得
で
き
る
講
習
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
矢
こ
ぼ

れ
の
処
理
、
弦
切
れ
の
処
理
、
そ
し
て

介
添
え
と
し
て
の
対
処
方
法
等
、
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
対
応
を
落
ち
着
い
て
処
置

で
き
る
よ
う
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
年
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講

習
会
の
最
後
に
質
疑
応
答
の
時
間
を
設

け
ま
し
た
。
疑
問
や
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
そ
の
と
き
に
ご
質
問
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
人
の
在
り
方
・
道
筋
を
学

び
、
自
分
自
身
を
高
め
る
。
講
習
会
を

通
じ
在
る
べ
き
姿
を
正
し
く
理
解
し
、

正
誤
を
し
っ
か
り
と
識
別
し
て
、
正
し

い
在
り
方
、
即
ち
正
し
い
道
を
正
し
い

方
法
で
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
基
礎
基
本

を
正
し
く
身
に
つ
け
忠
実
に
修
練
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
果
を
冷
静
に
受
け
止
め
て
、
自
分
自

身
を
反
省
し
向
上
す
る
糧
に
す
る
。
そ

し
て
、
見
取
り
稽
古
、
工
夫
稽
古
、
矢

数
稽
古
を
繰
り
返
し
、
自
分
の
人
間
性

を
鍛
え
、
向
上
さ
せ
る
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
毎
日
の
積
み
重
ね
に
繋
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
本
望
で
す
。

　
会
員
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
精
進

と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

　
　

部
長
　
山
村
　
　
晋

　
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
等
に
よ
り

被
災
さ
れ
ま
し
た
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
成
22
年
度
審
査
部
の
行
事
も
予
定

通
り
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

紙
面
を
お
か
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
21
年
度
の
関
東
錬
士
臨
時
中
央
審
査

（
茨
城
主
管
）
に
引
き
続
き
、
23
年
度
臨

時
中
央
審
査
（
主
管
茨
城
県
）
が
9
月

25
日
（
錬
士
）・
9
月
26
日
（
六
段
・
七

段
）
と
2
日
間
に
わ
た
り
、
県
武
道
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
い
時
期
よ
り
、
準
備
等
打
合
せ
会

議
、
進
行
係
の
研
修
と
会
員
皆
様
の
積

極
的
な
運
営
と
、
ご
協
力
を
頂
い
た
お

か
げ
で
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
各
位
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
県
内
審
査
も
一
般
3
回
・
中
高
審
査

4
回
・
連
合
審
査
1
回
　
計
8
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
受
審
者
数
も
年
々
増

え
昨
年
よ
り
約
200
名
を
超
え
る
2,
3

0
0
名
と
多
く
の
方
に
審
査
を
受
け
て

頂
き
ま
し
た
。

　
特
に
中
高
生
受
審
者
中
、
一
年
生
の

受
審
者
が
多
く
来
年
か
ら
が
楽
し
み
な

生
徒
た
ち
で
す
。

　
こ
れ
は
、
顧
問
の
先
生
の
熱
心
な
、

ご
指
導
の
お
か
げ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
審
査
申
込
者
数
も
年
々
多
く
な
り
審

査
部
も
う
れ
し
い
忙
し
さ
で
す
が
、
審

査
部
一
同
一
人
で
も
多
く
の
方
が
合
格

で
き
ま
す
よ
う
に
、
裏
方
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
審
査
当
日
の
受
審
者
の
審
査

を
受
け
る
心
得
を
参
考
に
述
べ
ま
す
。

1
　
審
査
当
日
は
早
め
に
余
裕
を
も
っ

て
、会
場
に
行
き
受
付
を
完
了
、受

験
番
号
を
確
か
め
た
上
必
ず
自
分

の
立
ち
順
の
予
定
時
刻
を
推
定
す

る
。

2
　
開
会
式
に
は
必
ず
出
る
こ
と
。
注

意
事
項
の
中
に
は
、
合
否
判
定
に

か
か
わ
る
よ
う
な
、
大
事
な
話
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
人
か
ら
聞

く
の
で
は
な
く
自
分
の
耳
で
聞
く

こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

3
　
特
別
演
武
は
必
ず
観
る
よ
う
に
す

る
こ
と
、
大
事
な
こ
と
で
す
。
そ

の
日
の
審
査
の
通
り
に
、
演
武
を

し
ま
す
。
演
武
者
の
入
場
か
ら
退

場
（
本
座
・
射
位
の
位
置
）
ま
で

参
考
に
な
り
ま
す
。

　
22
年
度
は
、
多
く
の
方
が
審
査
を
受

け
、
そ
し
て
昇
級
、
昇
段
と
実
り
あ
る

一
年
で
し
た
。

　
審
査
部
も
、
一
人
で
も
多
く
の
合
格

者
の
笑
顔
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
審
査

を
受
け
や
す
い
環
境
作
り
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

■
審
査
部
か
ら
の
お
願
い

１
　
審
査
申
込
期
限
日
は
、
審
査
実
施

日
前
日
（
県
外
75
日
・
県
内
20
日
）

２
　「
弓
道
　
級
・
段
位
審
査
申
込
書
」

は
必
ず
添
付
す
る
こ
と

　
　
部
長
　
稲
葉
　
健
次
郎

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

県
弓
連
の
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

も
市
町
村
、
ご
家
庭
あ
る
い
は
弓
道
場

等
に
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
た
り
、
断

水
・
停
電
等
で
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ

た
こ
と
を
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
県
内
競
技
大
会
の
全
て
を
茨
城
県
武

道
館
弓
道
場
に
依
存
し
て
開
催
し
て
お

り
ま
す
競
技
部
に
と
っ
て
も
大
会
実
施

平成22年度　審査状況一覧 

無
指
定
 

級　位 
初　段 

二　級 
一　級 
初　段 
二　段 
三　段 
四　段 
五　段 
合　計 

申込者数 欠席数 受審者数 合格者数 合格率％ 段級位 

325
182
409
216
172
74
128
2,300

794

8
3
7
1
5
2
5
53

22

317
179
402
215
167
72
123
2,247

772
710
62
317
179
392
202
51
21
6

1,940

92
8

100
100
97.5
94
30.5
29.2
4.9
86.3

審
　
査
　
部

競
　
技
　
部
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計
画
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
弓
道
場
の
被
害
そ
の
も
の
は

微
少
で
は
あ
り
ま
す
が
一
部
損
傷
の
修

復
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
会
議
室
を
除

き
全
館
使
用
禁
止
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
選
手
権
大
会
称
号
者
の
部
、
有
段
者

の
部
、
国
体
選
手
選
考
茨
城
県
大
会
及

び
遠
的
大
会
な
ど
は
関
東
地
域
代
表
選

手
選
考
会
、
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
、
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手

権
大
会
に
直
結
し
て
い
る
大
会
で
あ

り
、
必
ず
実
施
し
て
茨
城
県
の
代
表
者

を
選
考
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

日
も
早
く
武
道
館
が
使
用
で
き
る
よ
う

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
は
茨
城
県
が
担
当
と
な
っ
て
お

り
、
7
月
末
か
ら
8
月
末
ま
で
は
リ

ハ
ー
サ
ル
、
公
開
練
習
、
28
日
の
本
大

会
と
な
っ
て
お
り
約
100
名
の
競
技
役
員

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
に
計
画
を
し
た
県
連
主

催
の
競
技
大
会
は
、
2,
2
0
0
名
の

参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
大

会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地
区
か

ら
選
出
さ
れ
た
会
員
の
方
々
の
積
極
的

な
ご
活
躍
に
よ
り
、
全
て
の
大
会
が
円

滑
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
各
位
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
県
民
総
体
（
兼
）
国

体
選
手
選
考
会
に
お
い
て
は
参
加
者
が

60
名
以
上
増
加
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

参
加
者
全
員
か
ら
徴
収
し
て
い
た
国
体

参
加
者
傷
害
補
償
制
度
の
負
担
金
が
全

廃
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。

　
新
年
射
会
は
前
年
の
六
段
以
上
の
昇

段
者
（
4
名
）・
錬
士
以
上
へ
の
昇
格
者

（
16
名
）
お
よ
び
喜
寿
以
上
の
18
名
の

祝
年
者
の
う
ち
の
有
志
に
よ
る
祝
賀
演

武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
各
大
会
に
お
い
て
、
地
区

委
員
長
さ
ん
を
中
心
に
競
技
役
員
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
弓
友
の
競
技
大
会
へ
の
参
加
を
心
か

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
向
け
て

選
手
強
化
部
部
長
　
竹
之
内
　
正
宏

　
昨
年
は
、
柴
田
先
生
を
は
じ
め
、
県

連
お
よ
び
各
支
部
の
諸
先
生
方
の
ご
指

導
の
お
か
げ
で
、
男
女
と
も
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
を
通
過
し
、
千
葉
県
匝
瑳
市
で

行
わ
れ
た
本
国
体
で
は
、
成
年
男
子
遠

的
で
第
6
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
こ
の
場
を
お
借
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
試
合
を
振
り
返
る

と
、
女
子
に
つ
い
て
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
を
通
過
で
き
る
か
ど
う
か
、
ぎ
り
ぎ

り
の
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
こ
一
番
で
の
集
中
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
乗
り
切
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
本
国
体
で
は
、
大
会
の

雰
囲
気
に
飲
ま
れ
て
、
力
を
出
せ
な
い

ま
ま
に
試
合
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
男
子
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
若
い
3

人
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
良
い
方
向
に
傾

き
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
遠
的
優
勝
し
、

本
国
体
で
の
遠
的
入
賞
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
実
力
で
勝
ち
取
っ
た
入
賞
な
の

か
、
追
い
風
が
吹
い
て
い
た
の
か
、
見

方
が
分
か
れ
る
入
賞
で
は
あ
り
ま
す

が
、
入
賞
で
き
た
こ
と
に
関
し
て
は
素

直
に
喜
び
、
あ
と
一
本
で
も
っ
と
上
を

目
指
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
真
摯
に
反

省
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
は
昨
年
同
様
に
、
強
化
部

と
し
て
以
下
の
3
つ
の
目
標
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１

選
手
個
々
の
実
力
に
裏
付
け
ら
れ

た
本
当
に
強
い
チ
ー
ム
作
り

２

継
続
的
な
強
さ
を
維
持
、
発
揮
で

き
る
よ
う
な
組
織
作
り

３

弓
を
楽
し
め
る
環
境
作
り

　
第
一
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
選
手
を
目
指
す
方
々
の
個
々
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。
国
体
選
手

と
し
て
、
射
技
だ
け
で
は
な
く
、
体
配

も
射
形
も
一
段
上
を
目
指
し
た
（
中
て

る
の
で
は
な
く
中
た
る
射
を
目
指
し

た
）、
練
習
を
普
段
か
ら
実
施
し
て
頂

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
第
二
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
選
手
層
の
厚
さ
が
必
要
で
す
。
正

選
手
3
人
と
同
じ
程
度
の
力
を
持
っ
た

補
欠
選
手
が
常
時
3
人
程
度
い
る
状
態

と
な
る
よ
う
に
強
化
練
習
を
行
い
、
競

い
合
う
中
で
選
手
各
自
が
持
っ
て
い
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き
出
せ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
第
三
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
た
だ
楽
し
い
の
で
な
く
、
弓
が
上

手
く
な
っ
た
と
実
感
で
き
る
練
習
が
必

要
で
す
。
強
化
練
習
参
加
者
各
位
が
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、

弓
を
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
な
雰
囲
気
を
目
指
し
た
練
習
を
計

画
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
、
平
成
23
年
は
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
地
元
の
利
を
生
か
し
て
、
男
女
と
も

に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
通
過
し
、
本
国
体

で
の
入
賞
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ご
指

導
、
ご
声
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

部
長
　
園
部
　
俊
雄

　
平
成
22
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

各
種
大
会
等
で
は
各
当
番
地
区
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
安
土
の
的
付

け
等
の
準
備
作
業
を
始
め
大
会
終
了
後

の
後
片
付
け
等
大
過
な
く
運
営
さ
れ
ま

し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
さ

ら
に
皆
様
が
心
地
よ
く
大
会
に
参
加
さ

れ
ま
し
て
実
力
が
十
分
発
揮
さ
れ
ま
す

よ
う
に
、
皆
様
の
意
見
を
参
考
に
し
て

施
設
係
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
お

願
い
致
し
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
大
き

な
大
会
で
は
5
月
下
旬
の
全
国
高
等
学

校
弓
道
大
会
が
、
8
月
下
旬
の
国
体
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
残
念
な
が
ら
茨
城
県
武
道
館
が
4

月
か
ら
使
用
不
可
と
な
り
、
5
月
下
旬

の
全
国
高
等
学
校
弓
道
大
会
は
東
京
へ

と
会
場
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
施
設
部

と
し
ま
し
て
は
8
月
下
旬
の
国
体
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会
が
大
過
な
く
運
営

出
来
ま
す
よ
う
に
準
備
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
最
後
に
お
願
い
で
す

が
、
各
種
大
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
皆

様
の
一
部
で
す
が
、
忘
れ
物
が
多
々
見

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
特
に
小
物
（
矢
、

か
け
、
弦
巻
き
等
）
に
支
部
名
・
名
前

を
記
入
願
え
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

強
　
化
　
部

施
　
設
　
部



弓 道 い ば ら き（5）平成23年 5月 第33号

　
　
茨
城
県
弓
道
連
盟
副
会
長

木
村
　
喜
久
雄

　　
茨
城
県
弓
道
連
盟
規
約
第
七
条
に
基

づ
き
、
平
成
18
年
度
に
茨
城
県
弓
道
連

盟
総
務
企
画
委
員
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
当
委
員
会
の
構
成
は
、
教
士
七
段

以
上
の
称
号
受
有
者
お
よ
び
他
の
者
の

中
か
ら
会
長
が
委
嘱
し
、
か
つ
、
代
議

員
会
で
承
認
さ
れ
た
者
と
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
第
一
期
委
員
会
＝
張
替
謙
一
（
委
員

長
）・
天
冴
子
・
赤
津
徳
・
明
間
勲
・
市

毛
道
子
・
白
石
直
之
・
山
村
晋
、
第
二

期
委
員
会
＝
天
冴
子
（
委
員
長
）・
赤
津

徳
・
張
替
謙
一
・
明
間
勲
・
市
毛
道
子
・

白
石
直
之
・
宮

康
美
・
山
村
晋
・
木

村
喜
久
雄
、
第
三
期
委
員
会
＝
木
村
喜

久
雄
（
委
員
長
）・
張
替
謙
一
・
明
間
勲
・

市
毛
道
子
・
白
石
直
之
・
宮

康
美
・
山

村
晋
が
そ
の
任
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
任
期
は
二
年
と
し
、
会
議
召
集
の
時

期
は
不
定
期
で
あ
り
ま
す
。
各
期
と
も

弓
道
指
導
方
針
に
関
す
る
策
定
、
審
査

会
な
ら
び
に
各
種
競
技
会
の
合
理
的
運

行
の
検
討
、
国
体
選
手
強
化
計
画
の
策

定
、
連
盟
活
性
化
の
施
策
な
ど
に
関

し
、
会
長
ま
た
は
理
事
長
か
ら
会
務
遂

行
上
発
生
す
る
重
要
案
件
に
つ
い
て
諮

問
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
を
審
議
し
、

答
申
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
委
員
か
ら
の
建
設
的
か
つ
大

局
的
な
審
議
事
案
等
も
あ
っ
て
、
こ
れ

も
併
せ
て
審
議
を
し
、
会
長
に
提
言

し
、
連
盟
運
営
に
反
映
し
て
い
た
だ
い

た
事
も
幾
つ
か
あ
り
、
委
員
会
と
し
て

意
義
あ
る
仕
事
を
し
て
い
る
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
前
述
の
よ
う
に
会
長
の

諮
問
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
連
盟
運
営

の
活
性
化
の
た
め
に
常
に
問
題
意
識
を

持
ち
続
け
、
執
行
部
に
対
し
て
問
題
点

と
そ
の
改
正
に
つ
い
て
提
言
し
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
い
て
も

連
盟
運
営
上
の
問
題
点
（
個
人
的
な
誹

謗
や
中
傷
は
除
く
）
が
あ
る
と
き
は
、

委
員
会
に
対
し
て
文
書
に
て
ご
提
案
く

だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

堀
江
　
　
栄

　　
昭
和
55
年
「
明
治
会
」
と
し
て
発
足

し
て
31
年
た
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
生
ま
れ
と
大
正
生
ま

れ
の
会
員
に
な
っ
て
き
た
の
で
明
治
の

「
明
」
と
大
正
の
「
正
」
を
と
っ
て
「
明

正
会
」
と
名
乗
り
ま
し
た
。
時
が
た
ち

昭
和
生
ま
れ
の
加
入
者
も
増
え
て
き
た

の
で
名
称
を
変
え
よ
う
と
の
話
が
で
て

き
た
が
、「
年
は
と
っ
て
も
、
明
る
く
正

し
い
弓
道
」
を
求
め
る
私
達
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
と

の
結
論
に
纏
ま
り
、
現
在
の
と
お
り

「
明
正
会
」
と
名
乗
っ
て
い
る
次
第
で

す
。

　
活
動
内
容
は
、
4
月
―
水
戸
「
武
道

館
」、
6
月
―
大
子
町
、
8
月
―
土
浦

市
、
10
月
―
東
海
村
、
12
月
―
石
岡
市
、

翌
年
2
月
―
笠
間
市
友
部
。
大
子
で
の

射
会
は
宿
泊
で
の
研
修
会
で
す
。
湯
に

浸
っ
て
の
弓
道
談
義
も
楽
し
く
乙
な
も

の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
射
会
が
終
了
す
る
と
射
技

研
修
に
は
い
り
ま
す
。
現
在
、
教
士
の

先
生
が
5
人
お
り
ま
し
て
、
指
導
を
受

け
る
者
、
教
え
る
側
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
の

入
っ
た
研
修
に
な
る
の
が
常
で
す
。
年

を
忘
れ
て
の
勉
強
会
で
す
。
弓
道
の
楽

し
さ
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

　
射
詰
勝
者
は
次
回
で
「
射
法
訓
」
の

斉
唱
リ
ー
ド
、
競
射
勝
者
は
次
回
で
矢

渡
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
弓
道
連
盟
の
柴
田
猛
範
士
、
副

会
長
の
久
保
田
清
範
士
を
は
じ
め
多
く

の
先
生
方
か
ら
指
導
を
頂
い
た
こ
と
を

無
に
し
な
い
よ
う
に
、
悩
み
・
励
ん
で

い
る
、
本
当
に
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
真

面
目
な
集
団
で
す
。

　
私
達
の
勉
強
会
の
ご
褒
美
の
一
つ
に

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
出
場
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
数
年
の
例
を
あ
げ
て
み
る

と
、
選
手
団
8
人
の
中
に
毎
年
何
人
か

は
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
普
段

の
鍛
錬
の
成
果
で
あ
る
と
自
負
自
賛
し

て
い
ま
す
。

平
成
19
年
　（
茨
城
県
大
会
）

　
綱
川
久
子
・
会
沢
　
久
・
根
本
利
江

　
堀
江
　
栄

平
成
20
年
　（
鹿
児
島
県
大
会
）

　
岩
間
捷
雄

平
成
21
年
（
北
海
道
大
会
）

　
会
沢
　
久
・
根
本
利
江

平
成
22
年
（
石
川
県
大
会
）

　
根
本
僖
哉
・
郡
司
武
満
・
岩
間
捷
雄

平
成
23
年
（
熊
本
県
大
会
）

　
斉
藤
ミ
ユ
キ
・
大
田
喜
恵
子

　
関
島
　
勝

会
長
　
大
貫
　
冨
士
男

　　
平
成
23
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
施
設
の
被
害
が

多
数
発
生
し
、
県
連
行
事
も
ま
ま
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様
の
被
害

に
対
し
ま
し
て
も
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
五
段
会
は
平
成
22
年
度
の
会

員
数
は
68
名
で
、
年
1
回
の
大
会
と
3

回
の
講
習
会
を
主
体
に
、
会
員
の
持
ち

的
射
礼
の
向
上
と
親
睦
を
目
的
に
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
発
足
は
昭
和
47
年
頃
、
中
野
慶
吉
先

生
の
道
場
に
国
体
参
加
選
手
が
報
告
と

総
務
企
画
委
員
会
運
営
に

　
　
　
　
　
　
　 

関
し
て

明
正
会
の
活
動

回（会場） 射詰 競射 矢渡し 

第171回（水戸） 

平成22年度　各例会での成績 

郡司　武満 岩間　捷雄 田村　　彰 

第172回（大子） 該当なし 岩間　捷雄 

第173回（土浦） 岩間　捷雄 

※回を重ね、200回に迫ってきました。 

岩間　捷雄 

第174回（東海） 該当なし 堀江　　栄 関島　　勝 

第175回（石岡） 大田喜恵子 桧山　正富 堀江　　栄 

第176回（友部） 根本　僖哉 関島　　勝 桧山　正富 

浜野　　　 

浜野　　　 

五
　
段
　
会
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第
61
回
全
日
本
弓
道
大
会

（
京
都
　
5
／
2
〜
3
）

第
57
回
全
日
本
勤
労
者
弓
道
選
手
権
大
会

（
山
口
県
　
6
／
12
〜
13
）

・
日
立
製
作
所
茨
城

（
木
元
雄
太
、
笹
沼
健
一
、
藤
崎
岳
人
）

予
選
通
過
　

・
三
菱
化
学
鹿
島

（
寺
本
貞
光
、
山
野
貴
広
、
川
瀬
政
人
）

第
48
回
関
東
教
職
員
弓
道
大
会

（
茨
城
県
　
7
／
4
）

・
男
子
団
体
の
部
　
優
勝
　

（
中
嶋
鉄
郎
、後
藤
裕
一
、圓
城
寺
賢
一
）

・
男
子
個
人
の
部

3
位
：
後
藤
裕
一

5
位
：
宮
本
和
明

第
61
回
全
日
本
選
手
権
関
東
地
域
代
表

選
手
選
考
会

（
甲
府
市
　
7
／
18
）

・
天
皇
杯

（
張
替
謙
一
、
明
間
勲
、
塚
田
哲
也
、

宮

康
美
）

・
皇
后
杯

（
柴
原
一
利
子
、
林
田
幸
子
、

中
井
川
美
枝
子
、
萩
野
谷
綾
子
）

第
41
回
全
日
本
教
職
員
弓
道
選
手
権
大
会

（
香
川
県
　
8
／
7
〜
8
）

・
選
手
派
遣
　
9
名

第
65
回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会

県
外
大
会
　
一
般

会

議

報

告

研

修

事

業

報

告

（
群
馬
県
　
8
／
21
〜
22
）

・
成
年
男
子
の
部

総
合
2
位
（
国
体
出
場
権
獲
得
）

・
成
年
女
子
の
部

総
合
4
位
（
国
体
出
場
権
獲
得
）

第
51
回
関
東
地
域
弓
道
選
抜
選
手
権
大
会

（
中
央
　
9
／
12
）

・
有
段
者
の
部

（
菊
地
俊
和
、
石
田
昌
嗣
、
笹
沼
健
一
、

門
井
寿
通
、
飯
田
純
子
）

・
称
号
者
の
部

（
宮

康
美
、張
替
謙
一
、林
田
幸
子
、

中
嶋
鉄
郎
、
中
井
川
美
枝
子
）

第
61
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手
権
大
会

（
天
皇
杯
）

（
中
央
　
9
／
17
〜
19
）

張
替
謙
一

第
43
回
全
日
本
女
子
弓
道
選
手
権
大
会

（
皇
后
杯
）

（
中
央
　
9
／
19
〜
21
）

柴
原
一
利
子

第
65
回
国
民
体
育
大
会

（
千
葉
県
　
10
／
1
〜
4
）

・
成
年
男
子
の
部

藤
枝
秀
平
、
尾
吹
将
大
、
山
口
　
純

出
場

遠
的
競
技
　
第
6
位
入
賞

・
成
年
女
子
の
部

飯
田
純
子
、
黒
澤
智
子
、
小
島
幸
子

出
場

第
61
回
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会

（
平
城
京
跡
特
設
　
10
／
23
〜
24
）

・
男
子
の
部

お
礼
に
伺
っ
た
時
に
、
結
果
が
良
く
な

か
っ
た
た
め
か
、
中
野
先
生
か
ら
「
や

る
気
の
あ
る
者
を
集
め
て
俺
の
所
に
来

な
さ
い
。
月
1
回
で
良
い
。
た
だ
し
や

る
気
の
あ
る
者
だ
け
」
と
言
わ
れ
、
そ

こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
の
先
人
の
言

葉
で
す
。
当
時
の
申
し
合
わ
せ
と
し

て
、
参
加
者
は
現
有
段
位
は
す
べ
て
白

紙
と
し
同
格
、
会
長
は
お
ら
ず
、
中
野

先
生
を
師
範
と
し
、
昼
食
は
手
弁
当
を

踏
襲
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
中
野
杯

は
、
当
時
、
古
谷
野
保
夫
先
生
が
中
野

先
生
に
依
頼
し
、
先
生
か
ら
寄
贈
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
弓
道
の
良
さ
は
、
満
を
持
し
て
的
と

対
峙
す
る
こ
と
で
す
。
平
均
5
〜
6
秒

の
時
間
で
す
が
、
長
・
短
を
い
う
の
で

は
な
く
、
的
中
率
の
高
・
低
を
い
う
も

の
で
も
な
く
、
技
の
巧
拙
を
問
う
も
の

で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
清
直
に
し
て
清

明
な
誠
の
心
が
、
我
欲
に
走
ら
ん
と
す

る
自
ら
と
闘
い
、
没
我
の
精
神
に
い
た

る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
の
基
礎
と
し
て
、
正
し
い
持
ち
的

射
礼
の
修
練
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

県
　
外

関
東
地
域
弓
道
連
盟
連
合
会
会
議

（
4
／
6
、
10
／
7
　
柴
田
）

全
日
本
弓
道
連
盟
定
時
評
議
員
会

（
5
／
28
　
柴
田
、
北
島
）

全
日
本
弓
道
連
盟
通
常
評
議
員
会

（
Ｈ
23
／
３
／
６
　
柴
田
）

全
国
地
連
会
長
会
議

（
11
／
2
　
柴
田
）

県
　
内

専
門
部
長
会
議
　（
Ｈ
23
／
1
／
30
）

理
事
会
　
　
　
　（
Ｈ
23
／
2
／
27
）

代
議
員
会
　
　
　（
Ｈ
23
／
３
／
13
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
部
長

県
　
外

〔
関
東
〕（
北
）
地
区
指
導
者
講
習
会

（
高
崎
　
5
／
15
〜
16
）

　
宮

康
美
、
小
松
正
幸
、

　
森
　
昭
夫
、
小
堀
富
男
、

　
萩
野
谷
綾
子

〔
関
東
〕
女
子
講
習
会

（
山
形
市
　
6
／
26
〜
27
）

　
柴
原
一
利
子
、
中
井
川
美
枝
子
、

　
村
上
美
保

〔
関
東
〕
地
連
幹
部
講
習
会

（
宇
都
宮
　
6
／
19
〜
20
）

　
白
石
直
之
、
山
村
　
晋
、

　
助
川
末
廣

〔
男
子
・
女
子
〕
中
央
研
修
会

（
中
央
　
10
／
9
〜
11
）

　
張
替
謙
一

関
東
教
職
員
弓
道
指
導
者
講
習
会

（
中
央
　
Ｈ
23
／
1
／
22
〜
23
）

25
名
参
加

指
導
力
向
上
指
導
者
講
習
会

（
中
央
　
Ｈ
23
／
2
／
5
〜
6
）

　
柴
原
一
利
子

講
師
研
修
会

（
中
央
　
Ｈ
23
／
3
／
4
〜
6
）

　
久
保
田
清

県
　
内

講
師
・
審
査
員
講
習
会

（
武
道
館
　
4
／
11
　
44
名
）

三
・
四
段
講
習
会

（
武
道
館
　
5
／
1
　
54
名
）

（
武
道
館
　
8
／
28
　
42
名
）

五
段
講
習
会

（
武
道
館
　
5
／
29
　
53
名
）

（
武
道
館
　
9
／
18
　
42
名
）

錬
士
講
習
会

（
土
浦
市
　
8
／
7
　
38
名
）

（
武
道
館
　
11
／
13
　
47
名
）

教
士
講
習
会

（
武
道
館
　
7
／
17
　
16
名
）

（
取
手
市
　
10
／
9
　
24
名
）

支
部
指
導
者
講
習
会

（
土
浦
市
　
6
／
19
　
38
名
）

学
校
指
導
者
講
習
会

（
武
道
館
　
9
／
12
　
16
名
）

中
体
連
審
判
講
習
会

（
武
道
館
　
10
／
9
　
61
名
）

高
体
連
審
判
講
習
会

（
武
道
館
　
7
／
18
　
110
名
）

競
技
団
体
補
助
事
業
講
習
会

（
7
／
17
教
士
講
習
会
を
兼
ね
た
）

述
べ
参
加
者
数
　
585
名
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（
小
沼
勝
則
、
菊
地
俊
和
）

・
女
子
の
部

決
勝
進
出
　
黒
澤
智
子
、（
石
井
和
子
）

第
23
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
石
川
2
0
1
0

弓
道
大
会

（
石
川
県
加
賀
市
　
10
／
9
〜
11
）

船
越
　
忠
、
郡
司
武
満
、
佐
藤
至
學
、

武
田
美
代
子
、
岩
間
捷
雄
、

根
本
僖
哉
、
沖
田
紀
子
、
坂
本
　
允

第
11
回
全
日
本
遠
的
弓
道
選
手
権
大
会

（
中
央
　
Ｈ
23
／
1
／
9
）

・
新
成
人
女
子
の
部

3
位
　
久
保
田
蒼

・
新
成
人
男
子
の
部

2
位
　
山
口
　
純

4
位
　
大
森
陽
平

第
28
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

（
大
阪
府
　
3
／
19
〜
21
）

・
女
子
団
体
の
部

2
位
　
清
真
学
園

第
54
回
関
東
高
等
学
校
弓
道
大
会

（
千
葉
県
　
6
／
4
〜
6
）

・
女
子
個
人
の
部

優
勝
　
木
村
澄
香
（
土
浦
二
）

8
位
　
廣
瀬
真
衣
（
清
真
）

第
55
回
全
国
高
校
弓
道
大
会

（
沖
縄
県
　
7
／
28
〜
31
）

第
65
回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
弓
道
競
技

（
群
馬
県
　
8
／
21
〜
22
）

県
外
大
会
　
高
体
連

県
外
大
会
　
中
体
連

茨
城
県
弓
道
連
盟
主
催（
主
管
）県
内
大
会

第
29
回
関
東
高
等
学
校
弓
道
個
人
選
手

権
選
抜
大
会

（
東
京
都
　
9
／
11
〜
12
）

・
男
子
の
部

 

3
位
　
永
瀬
拓
哉
（
茨
城
東
）

・
女
子
の
部

 

5
位
　
樫
村
和
可
菜
（
那
珂
）

 

8
位
　
駒

三
祐
貴
（
清
真
）

第
29
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

（
鹿
児
島
県
　
Ｈ
23
／
3
／
19
〜
21
）

・
男
子
の
部
　
佐
和
高
校

・
女
子
の
部
　
石
岡
高
校

全
日
本
少
年
武
道
（
弓
道
）
錬
成
大
会

（
日
本
武
道
館
　
7
／
19
）

第
21
回
関
東
中
学
生
弓
道
大
会

（
茨
城
県
武
道
館
　
8
／
8
）

・
男
子
個
人
の
部

8
位
　
小
島
康
太
（
城
ノ
内
中
）

・
女
子
個
人
の
部

3
位
　
池
田
桜
子
（
清
真
学
園
中
）

第
6
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会

（
中
央
　
8
／
21
〜
22
）

春
季
大
会

2
0
1
0
・
4
・
2
5

▼
団
　
体

優
　
勝
　
　
水
戸
桜
川
B

準
優
勝
　
　
土
浦
亀
城
A

３
　
位
　
　
高
萩
A

▼
男
子
の
部

優
　
勝
　
　
石
田
昌
嗣

準
優
勝
　
　
門
井
寿
通

３
　
位
　
　
藤
枝
秀
平

▼
女
子
の
部

優
　
勝
　
　
金
子
久
美
子

準
優
勝
　
　
橋
本
智
子

３
　
位
　
　
水
野
希
美

▼
称
号
者

優
　
勝
　
　
檜
森
宏
次

準
優
勝
　
　
荻
原
裕
一

３
　
位
　
　
小
島
幸
子

▼
優
秀
賞
（
団
体
）

藤
代
A
（
第
１
射
場
）

日
製
（
日
立
）
A
（
第
２
射
場
）

▼
優
秀
賞
（
個
人
）

門
井
寿
通
（
第
１
射
場
）

木
村
陽
子
（
第
２
射
場
）

選
手
権
有
段

2
0
1
0
・
5
・
9

▼
三
段
以
下

優
　
勝
　
　
山
口
　
純

準
優
勝
　
　
藤
枝
秀
平

３
　
位
　
　
小
沼
　
豊

▼
四
・
五
段

優
　
勝
　
　
菊
地
俊
和

準
優
勝
　
　
石
田
昌
嗣

３
　
位
　
　
笹
沼
健
一

▼
最
高
得
点

初
段
以
下
　
坂
本
隆
盛

弐
段
の
部
　
鈴
木
佳
世

参
段
の
部
　
山
口
　
純

四
段
の
部
　
奥
山
郁
夫
　
田
中
宏
和

五
段
の
部
　
辻
　
尚
宏

選
手
権
称
号

2
0
1
0
・
5
・
2
3

▼
男
子
の
部

優
　
勝
　
　
張
替
謙
一

準
優
勝
　
　
宮

康
美

３
　
位
　
　
塚
田
哲
也

▼
女
子
の
部

優
　
勝
　
　
林
田
幸
子

準
優
勝
　
　
中
井
川
美
枝
子

３
　
位
　
　
小
島
幸
子

▼
最
高
得
点

男
　
子
　
　
張
替
謙
一

女
　
子
　
　
柴
原
一
利
子

県
民
総
体

2
0
1
0
・
6
・
2
0

▼
男
三
段
以
下

優
　
勝
　
　
荒
木
広
大

準
優
勝
　
　
山
口
　
純

３
　
位
　
　
吉
田
良
真

▼
男
四
段
以
上

優
　
勝
　
　
飯
塚
尚
人

準
優
勝
　
　
大
友
　
実

３
　
位
　
　
照
沼
勇
一

▼
女
三
段
以
下

優
　
勝
　
　
村
田
彩
子

準
優
勝
　
　
水
野
希
美

３
　
位
　
　
太
田
和
子

▼
女
四
段
以
上

優
　
勝
　
　
武
田
美
代
子

準
優
勝
　
　
廣
瀬
仁
美

３
　
位
　
　
鈴
木
亜
紀

▼
称
号
受
有
者

優
　
勝
　
　
吉
田
　
智

準
優
勝
　
　
川
瀬
政
人

３
　
位
　
　
小
沼
勝
則

遠
的
大
会

2
0
1
0
・
7
・
2
5
　

▼
男
四
段
以
下

優
　
勝
　
　
田
中
宏
和

準
優
勝
　
　
尾
吹
将
大

３
　
位
　
　
山
口
　
純

▼
男
五
段
以
上

優
　
勝
　
　
小
沼
勝
則

準
優
勝
　
　
菊
地
俊
和

３
　
位
　
　
石
井
　
誠

▼
女
四
段
以
下

優
　
勝
　
　
飯
田
純
子

準
優
勝
　
　
福
田
直
子

３
　
位
　
　
稲
見
仁
美

▼
女
五
段
以
上

優
　
勝
　
　
黒
澤
智
子

準
優
勝
　
　
石
井
和
子

３
　
位
　
　
小
島
幸
子

夏
季
練
成

2
0
1
0
・
8
・
2
2

▼
五
人
立
団
体
戦

優
　
勝
　
　
土
浦
亀
城
B

準
優
勝
　
　
神
栖
市
A

３
　
位
　
　
土
浦
市
B
、
藤
代

中
野
杯

2
0
1
0
・
9
・
5

▼
男
子
の
部

優
　
勝
　
　
稲
見
真
人

準
優
勝
　
　
須
賀
桂
太



弓 道 い ば ら き第33号 （8）平成23年 5月

３
　
位
　
　
山
口
　
純

▼
女
子
の
部

優
　
勝
　
　
坂
本
宣
子

準
優
勝
　
　
小
泉
紀
子

３
　
位
　
　
中
村
芳
子

▼
称
号
受
有
者

優
　
勝
　
　
廣
原
洋
介

準
優
勝
　
　
小
沼
勝
則

３
　
位
　
　
後
藤
裕
一

段
位
別

2
0
1
0
・
1
0
・
1
7

▼
二
段
以
下

優
　
勝
　
　
白
石
　
唯

準
優
勝
　
　
石
川
成
美

３
　
位
　
　
江
口
昭
裕

▼
三
段
の
部

優
　
勝
　
　
杉
瀬
　
剛

準
優
勝
　
　
大
森
陽
平

３
　
位
　
　
斎
藤
達
雄

▼
四
段
の
部

優
　
勝
　
　
丸
　
三
郎

準
優
勝
　
　
稲
見
真
人

３
　
位
　
　
藤
枝
秀
平

▼
五
段
の
部

優
　
勝
　
　
船
越
　
忠

準
優
勝
　
　
大
貫
敏
宏

３
　
位
　
　
唐
澤
　
章

▼
称
号
受
有
者

優
　
勝
　
　
小
泉
公
子

準
優
勝
　
　
清
水
正
己

３
　
位
　
　
石
井
　
誠

▼
優
秀
賞

二
段
以
下
　
吉
川
恵
太

三
段
の
部
　
大
森
陽
平

四
段
の
部
　
尾
吹
将
大

五
段
の
部
　
辻
　
尚
宏

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
0
・
1
1
・
1
4

▼
男
子
の
部

優
　
勝
　
　
村
上
一
樹

準
優
勝
　
　
村
松
　
真

３
　
位
　
　
松
本
瞬
平

▼
女
子
の
部

優
　
勝
　
　
秋
野
有
香

準
優
勝
　
　
小
野
瀬
梢

３
　
位
　
　
山
口
真
由

支
部
対
抗

2
0
1
0
・
1
1
・
2
8

▼
三
人
立
団
体
戦

優
　
勝
　
　
下
館
Ａ

準
優
勝
　
　
水
戸
桜
川
B

３
　
位
　
　
茨
城
町
、土
浦
亀
城
B

新
年
射
会

2
0
1
1
・
1
・
3
0

▼
三
段
以
下
の
部

射
詰
優
勝
　
鈴
木
寿
幸

・
男
子

優
　
勝
　
　
鈴
木
寿
幸

準
優
勝
　
　
本
田
　
敦

３
　
位
　
　
舛
井
知
典

・
女
子

優
　
勝
　
　
村
松
喜
久
代

準
優
勝
　
　
小
林
美
環

３
　
位
　
　
村
松
彩
瑛

▼
四
・
五
段
の
部

射
詰
優
勝
　
山
口
　
純

・
男
子

優
　
勝
　
　
宇
佐
美
章

準
優
勝
　
　
菊
地
俊
和

３
　
位
　
　
櫻
井
信
一

・
女
子

優
　
勝
　
　
金
子
久
美
子

準
優
勝
　
　
野
田
君
江

３
　
位
　
　
市
毛
文
絵

▼
称
号
受
有
者
の
部

射
詰
優
勝
　
後
藤
裕
一

・
男
子

優
　
勝
　
　
福
嶋
勝
之

準
優
勝
　
　
飯
泉
　
清

３
　
位
　
　
廣
原
洋
介

・
女
子

優
　
勝
　
　
柴
原
一
利
子

準
優
勝
　
　
黒
澤
智
子

３
　
位
　
　
高
羽
京
子

春
季
大
会

2
0
1
0
・
5
・
1
5

▼
男
子
の
部

優
　
勝
　
　
唐
澤
　
章

準
優
勝
　
　
辻
　
尚
宏

３
　
位
　
　
高
橋
義
之

▼
女
子
の
部

優
　
勝
　
　
佐
藤
敬
子

準
優
勝
　
　
前
野
和
美

３
　
位
　
　
大
金
喜
代
子

▼
総
合
の
部

優
　
勝
　
　
唐
澤
　
章

秋
季
大
会

2
0
1
0
・
1
1
・
2
0

▼
男
子
の
部

優
　
勝
　
　
飯
塚
尚
人

準
優
勝
　
　
後
藤
裕
一

３
　
位
　
　
唐
澤
　
章

▼
女
子
の
部

優
　
勝
　
　
佐
藤
敬
子

準
優
勝
　
　
大
金
喜
代
子

３
　
位
　
　
大
川
都
志
子

▼
総
合
の
部

優
　
勝
　
　
飯
塚
尚
人

春
季
大
会 

兼

関
東
大
会
県
予
選

2
0
1
0
・
5
・
7
（
男
子
）

2
0
1
0
・
5
・
8
（
女
子
）

▼
男
子
団
体

優
　
勝
　
　
藤
代
Ａ

準
優
勝
　
　
土
浦
三

３
　
位
　
　
鉾
田
一
Ａ

▼
女
子
団
体

優
　
勝
　
　
清
真
学
園

準
優
勝
　
　
筑
波

３
　
位
　
　
土
浦
二
C

▼
男
子
個
人

優
　
勝
　
　
安
田
智
哉

準
優
勝
　
　
伊
藤
数
馬

３
　
位
　
　
久
保
　
望

▼
女
子
個
人

優
　
勝
　
　
駒

三
祐
貴

準
優
勝
　
　
深
田
ち
ひ
ろ

３
　
位
　
　
永
田
里
菜

高
校
総
体
予
選

県
民
総
体
予
選

全
国
総
体
予
選

国
体
茨
城
大
会

2
0
1
0
・
6
・
1
1
〜
1
3

▼
男
子
団
体

優
　
勝
　
　
藤
代

準
優
勝
　
　
下
妻
一

３
　
位
　
　
石
岡
商

▼
女
子
団
体

優
　
勝
　
　
石
岡
商

準
優
勝
　
　
藤
代

３
　
位
　
　
清
真
学
園

▼
男
子
個
人

優
　
勝
　
　
羽
鳥
啓
太

準
優
勝
　
　
幸
田
大
輝

３
　
位
　
　
堤
　
　
陸

▼
女
子
個
人

優
　
勝
　
　
安
達
弓
恵

準
優
勝
　
　
廣
瀬
真
衣

３
　
位
　
　
相
原
利
恵

国
体
選
手
選
考
会

2
0
1
0
・
6
・
1
9
（
一
次
）

2
0
1
0
・
6
・
2
5
（
二
次
）

▼
男
子
の
部

選
手
候
補
　
安
田
智
哉
　
幸
田
大
輝

　
　
　
　
　
飯
島
佳
之

監
　
督
　
　
牧
田
幸
博

▼
女
子
の
部

選
手
候
補
　
青
塚
ま
ゆ
み
　

　
　
　
　
　
駒

三
祐
貴

　
　
　
　
　
廣
瀬
真
衣
　

県
個
人
選
手
権

兼

　
　
関
東
個
人
選
手
権

県
予
選
会

2
0
1
0
・
8
・
2
5
（
男
子
）

2
0
1
0
・
8
・
2
7
（
女
子
）

▼
男
子
総
合

優
　
勝
　
　
青
柳
　
潤

準
優
勝
　
　
幸
田
大
輝

３
　
位
　
　
寺
門
恭
兵
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▼
女
子
総
合

優
　
勝
　
　
駒

三
祐
貴

準
優
勝
　
　
安
達
弓
恵

３
　
位
　
　
小
林
由
紀
恵

▼
男
子
１
年

優
　
勝
　
　
徳
永
和
浩

準
優
勝
　
　
中
村
太
一

３
　
位
　
　
戸
嶋
康
晴

▼
女
子
１
年

優
　
勝
　
　
木
村
紗
悠
美

準
優
勝
　
　
小
林
史
果

３
　
位
　
　
菅
谷
円
美

県
高
校
弓
道
秋
季
大
会

2
0
1
0
・
9
・
2
3

▼
男
子
団
体

優
　
勝
　
　
霞
ヶ
浦

準
優
勝
　
　
竹
園

３
　
位
　
　
八
千
代

▼
女
子
団
体

優
　
勝
　
　
清
真
学
園

準
優
勝
　
　
日
立
一

３
　
位
　
　
茨
城
東

▼
男
子
個
人

優
　
勝
　
　
宮
原
貴
裕

準
優
勝
　
　
松
井
聖
吾

３
　
位
　
　
徳
永
和
浩

▼
女
子
個
人

優
　
勝
　
　
大
竹
祐
香

準
優
勝
　
　
関
水
千
夏

３
　
位
　
　
飯
岡
七
海

新
人
大
会

兼

全
国
選
抜
予
選

2
0
1
0
・
1
1
・
1
0
（
女
子
）

2
0
1
0
・
1
1
・
1
2
（
男
子
）

▼
男
子
団
体

優
　
勝
　
　
佐
和

準
優
勝
　
　
牛
久
栄
進

３
　
位
　
　
鹿
島

竹
園

▼
女
子
団
体

優
　
勝
　
　
石
岡
商

準
優
勝
　
　
笠
間

３
　
位
　
　
水
海
一
　
筑
波

▼
男
子
個
人

優
　
勝
　
　
直
江
純
一

準
優
勝
　
　
松
浦
佑
樹

３
　
位
　
　
横
須
賀
敦

▼
女
子
個
人

優
　
勝
　
　
樫
村
麻
智
恵

準
優
勝
　
　
塩
谷
仁
実

３
　
位
　
　
飛
田
理
絵

県
総
合
体
育
大
会

2
0
1
0
・
7
・
2
9

▼
男
子
団
体

優
　
勝
　
　
竹
来
中

準
優
勝
　
　
土
浦
一
中

３
　
位
　
　
江
戸
川
学
園
取
手
中

▼
女
子
団
体

優
　
勝
　
　
朝
日
中

準
優
勝
　
　
竹
来
中

３
　
位
　
　
愛
宕
中

▼
男
子
個
人

優
　
勝
　
　
吉
田
（
土
浦
一
）

準
優
勝
　
　
根
本
（
千
波
）

３
　
位
　
　
田
中
（
竹
来
）

▼
女
子
個
人

優
　
勝
　
　
佐
藤

（
竹
来
）

準
優
勝
　
　
久
保
田
（
愛
宕
）

３
　
位
　
　
平
松
（
朝
日
）

中
野
優
勝
旗
大
会

2
0
1
0
・
8
・
1

▼
男
子
団
体

優
　
勝
　
　
清
真
学
園
中
Ａ

準
優
勝
　
　
竹
来
中
Ｂ

３
　
位
　
　
城
ノ
内
中
Ｂ

　
　
　
　
　
東
海
南
中
Ａ

▼
女
子
団
体

優
　
勝
　
　
朝
日
中
Ａ

準
優
勝
　
　
清
真
学
園
中
Ａ

３
　
位
　
　
千
波
中
Ａ
　
阿
見
中
C

▼
男
子
個
人

優
　
勝
　
　
和
田
（
清
真
）

準
優
勝
　
　
飯
村
（
土
浦
一
）

３
　
位
　
　
小
林
（
千
波
）

▼
女
子
個
人

優
　
勝
　
　
抜
井
（
阿
見
）

準
優
勝
　
　
池
田
（
清
真
）

３
　
位
　
　
山
田
（
内
原
）

県
新
人
大
会

2
0
1
0
・
1
0
・
2
9

▼
男
子
団
体

優
　
勝
　
　
城
西
中

準
優
勝
　
　
清
真
学
園
中

３
　
位
　
　
東
海
南
中

▼
女
子
団
体

優
　
勝
　
　
朝
日
中

準
優
勝
　
　
土
浦
三
中

３
　
位
　
　
東
海
南
中

▼
男
子
個
人

優
　
勝
　
　
和
田
（
清
真
）

準
優
勝
　
　
大
木
（
城
西
）

３
　
位
　
　
大
澤
（
朝
日
）

▼
女
子
個
人

優
　
勝
　
　
中
村

（
愛
宕
）

準
優
勝
　
　
酒
井

（
清
真
）

３
　
位
　
　
小
野
瀬
（
東
海
）
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平成22年度　中央（臨時）審査会　合格者 
取得 氏　名 所　属 取得日 区分計 

18名 

審査場所 

教士 2名 

錬士 12名 

七段 3名 

合　　計 
六段 1名 

水戸桜川 
日立化成 
勝田 

土浦亀城 
水戸 
潮来 

水戸桜川 
友部 
下館 
土浦 

日製（日立） 
東海 
牛久 
友部 
新治 
石岡 
神栖 
取手 

宮城 
東京 
東京 
新潟 
 
宮城 
 
 
 
茨城 
 
青森 
東京 
 
東京 
 
東京 
宮城 
東京 
東京 

H22.7.2 
H22.12.19 
H22.5.1 
H22.6.13 
H22.7.4 
H22.7.4 
H22.7.4 
H22.7.4 
H22.9.25 
H22.9.25 
H22.10.16 
H22.11.7 
H22.12.18 
H22.12.18 
H22.5.1 
H22.7.3 
H22.11.1 
H22.10.30 

【仙台】定期中央審査 
【東京】特別臨時中央審査 
平成22年度推薦 
【北信越】錬士臨時中央審査 
 
　 
【東北】錬士臨時中央審査 
 
 
【関東】臨時中央審査 
 
【東北】臨時中央審査 
【関東】錬士臨時中央審査 
 
【東京】特別臨時中央審査 
　 
平成22年度推薦 
【仙台】定期中央審査 
【東京】定期中央審査 
【東京】定期中央審査 

柴田　隆子 
中嶋　鉄郎 
清水　正己 
鬼木　泰江 
高羽　京子 
武田美代子 
野木　雪枝 
園部　俊雄 
中野　治子 
石塚　美志 
伊東　　喬 
川　百合子 
福嶋　勝之 
門井　　了 
国谷保五郎 
吉田　　智 
川瀬　政人 
大峰　芳樹 

平成22年度　連合審査会　合格者 
取得 氏　名 所　属 取得日 昇段者数 

9名 

審査場所 

五段 

1名 
1名 

4名 

合　　計 

3名 

土浦亀城 
友部 

茨城県庁 
鉾田 
土浦 
下館 

日立みなみ 
土浦 
龍ヶ崎 

東京 
群馬 
 
 
栃木 
 
 
　 
茨城 

H22.5.30 
H22.6.6 
H22.9.20 
H22.9.20 
H22.9.20 
H22.9.20 
H22.10.10 
H22.10.10 
H22.10.10 

【東京】関東地域連合審査 
【群馬】関東地域連合審査 
 
　 
【栃木】関東地域連合審査 
 
 
　 
【茨城】関東地域連合審査 

鈴木　亜紀 
上馬　英子 
　橋　　　 
宮内　大和 
永井　　朗 
岩下　智明 
吉田　博美 
久保田浩一 
奥山　郁夫 

　
震
災
に
よ
る
県
武
道
館
の
改
修
の
影

響
で
、
大
会
な
ど
の
行
事
に
変
更
が
生

じ
て
い
ま
す
。
都
度
、
担
当
各
部
か
ら

支
部
長
に
連
絡
を
す
る
と
同
時
に
、
茨

城
県
弓
道
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
参
照
く

だ
さ
い
。h

ttp
://ib

ak
y
u
ren

-
k2.w

eb.infoseek.co.jp/


